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	応用
	抗原情報
	背景
	インテグリンサブユニットα5（ITGA5）ホモサピエンスこの遺伝子産物はインテグリンα鎖ファミリーに属する。インテグリンは、細胞表面接着およびシグナル伝達に機能するαサブユニットとβサブユニットからなるヘテロ二量体の膜貫通タンパク質である。コードされているプレプロタンパク質はタンパク質分解によって処理され、α5サブユニットを構成する軽鎖と重鎖を生成する。このサブユニットはβ1サブユニットと会合してフィブロネクチン受容体を形成する。このインテグリンは腫瘍浸潤を促進する可能性があり、この遺伝子の高発現は肺癌患者の生存期間の短縮と相関している可能性がある。インテグリンα5サブユニットとインテグリンαVサブユニットは異なる遺伝子によってコードされていることに注意すること。[RefSeq提供、2015年10月]、機能：インテグリンα5/β1は、フィブロネクチンおよびフィブリノーゲンの受容体である。リガンドのR-G-D配列を認識する。 HIV-1感染の場合、細胞外ウイルスTatタンパク質との相互作用がカポジ肉腫病変における血管新生を促進すると考えられる。,類似性：インテグリンα鎖ファミリーに属する。,類似性：7つのFG-GAPリピートを含む。,サブユニット：αサブユニットとβサブユニットのヘテロ二量体。αサブユニットはジスルフィド結合で連結された重鎖と軽鎖で構成される。α-5はβ-1と会合する。HPS5およびNISCHと相互作用する。HIV-1 Tatと相互作用する。RAB21と相互作用する。,
	研究分野
	接着斑、ECM-受容体相互作用、造血細胞系統、アクチンと細胞骨格の調節、肥大型心筋症 (HCM)、不​​整脈性右室心筋症 (ARVC)、拡張型心筋症。
	画像データ
	

	インテグリンα5ポリクローナル抗体を用いたHela細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。
	

	パラフィン包埋マウス腎臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋マウス腎臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

